
平
成
28
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針

　
第
２
次
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
、
安

芸
高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
も
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将

来
人
口
推
計
で
は
、
平
成
36
年
の
本
市

の
人
口
は
２
６
，
３
２
６
人
と
な
り
、

平
成
27
年
と
比
較
し
て
３
，
３
５
０
人

減
少
す
る
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
・

少
子
高
齢
化
対
策
の
推
進
に
よ
り
推
計

値
プ
ラ
ス
１
，
２
０
０
人
を
目
標
と

し
、
平
成
36
年
の
目
標
人
口
を
２
７
，

５
０
０
人
と
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
目

標
達
成
の
た
め
に
は
毎
年
１
２
０
人
、

月
に
置
き
換
え
ま
す
と
毎
月
10
人
の
人

口
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
達
成
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
は
、
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
目
標
で
す
。
人
口
増
の
取
組
と

あ
わ
せ
て
、
人
口
流
出
抑
止
の
取
組
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
が
唱
え
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
市
の

総
合
計
画
、
安
芸
高
田
市
版
総
合
戦
略

を
踏
襲
し
、
目
標
人
口
の
実
現
に
向
け

効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
人
口
の
流
出
、
特
に
若
者
の
流
出
を

抑
止
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
の

移
住
者
で
、
本
市
に
住
む
人
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
移
住
を
検
討

す
る
人
に
と
っ
て
の「
住
み
た
い
ま
ち
」

に
な
る
た
め
に
は
、市
の
魅
力
を
磨
き
、

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
、
中

で
も
「
少
子
化
対
策
」、「
子
育
て
支
援
」

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
は
、
豊
か
な
歴
史
、
独
特
な
文

化
、
多
様
な
観
光
資
源
な
ど
の
「
地
域

資
源
」
に
恵
ま
れ
、
可
能
性
に
満
ち
た

魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
お

太
助
ワ
ゴ
ン
な
ど
に
よ
る
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
や
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
な
ど
の
文

化
施
設
、
都
市
部
に
も
負
け
な
い
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
な
ど
の
「
イ
ン
フ
ラ

基
盤
」、
吉
田
総
合
病
院
を
中
心
と
し

た
地
域
医
療
体
制
、
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想
の
特
徴
的
な
取
組
な
ど
、「
暮
ら

し
や
す
い
仕
組
み
」
も
備
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
本
市
の
「
強
み
」
を
有
機
的

に
つ
な
げ
て
「
住
み
た
い
ま
ち
」、「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
と
し
て
の
魅
力

を
よ
り
一
層
高
め
、
市
内
外
に
積
極
的

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
一
方
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
加
算
措
置

の
段
階
的
削
減
に
よ
り
、
一
般
財
源
の

減
少
は
来
年
・
再
来
年
と
あ
と
２
か
年

続
き
、
行
財
政
運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し

い
も
の
と
な
り
ま
す
。
今
後
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
更

な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。平
成
27
年
度
か
ら
は「
第

３
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱
」
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
取

組
を
継
続
し
つ
つ
、
新
た
な
課
題
に
も

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
特

に
大
き
な
課
題
に
な
る
の
は
、
市
が
保

有
す
る
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

考
え
て
い
ま
す
。「
安
芸
高
田
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
示
し
ま
し

た
「
現
在
あ
る
公
共
施
設
の
総
延
床
面

積
の
30
％
以
上
縮
減
」
を
目
標
に
、
施

設
の
統
廃
合
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
行
財
政

基
盤
を
つ
く
り
、
公
平
な
負
担
の
仕
組

み
を
確
立
す
る
た
め
に
、
上
下
水
道
や

公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
の
「
受
益
者

負
担
の
適
正
化
」
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
に
対
し
て
丁
寧

な
説
明
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
に
ご
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
全
体
の
事
業
の
見
直
し

を
進
め
る
こ
と
で
、「
住
み
た
い
ま
ち
」、

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
し
て
の
魅

力
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
の
施
策
に

財
政
資
源
を
集
中
し
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　「
第
2
次
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
」

に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
「
人

が
つ
な
が
る
田
園
都
市
　
安
芸
高
田
」

を
実
現
す
る
た
め
、

●
人
が
集
い
育
つ
ま
ち
づ
く
り

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
3
つ
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
、「
安

芸
高
田
市
の
魅
力
」
を
さ
ら
に
高
め
る

施
策
を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度 

施
政
方
針
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●
人
が
集
い
育
つ
ま
ち
づ
く
り�

�
�

【
人
口
減
対
策
】

○
移
住
・
定
住
の
促
進

　
他
市
町
に
先
行
し
て
行
っ
て
き
た

「
空
き
家
実
態
調
査
」
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
空
き
家
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を

活
用
し
た
定
住
促
進
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
・
婚
活
住
宅
取
得

補
助
金
な
ど
に
よ
る
若
者
世
帯
の
移

住
・
定
住
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
採
用
し
て
い
る

他
市
町
か
ら
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」
を
今
年
度
も
増
員
し
、
移
住
者
の

増
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て
も
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
狙
う
研
修
や
結
婚
希
望

者
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
モ
テ
講
座
の

開
催
な
ど
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
一
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
事
業
者
に
対

す
る
支
援
制
度
に
加
え
、
新
た
に
市
内

で
起
業
し
よ
う
と
す
る
方
へ
の
支
援
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。更
に
今
後
は
、

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
に
よ
り

家
庭
で
で
き
る
仕
事
を
増
や
す
取
組
も

進
め
、
安
芸
高
田
市
で
の
雇
用
を
促
進

し
ま
す
。

◯
学
校
教
育
の
充
実

　
広
島
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
市
の

総
合
学
力
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
が
実
施
す
る
学
力
調
査
も
視
野
に
入

れ
た
も
の
と
し
、
児
童
生
徒
個
々
の
指

導
に
活
か
す
取
組
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
学
習
補
助
員
・
非
常
勤

講
師
を
小
中
学
校
に
配
置
し
、
確
か
な

学
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
保
護
者
や
地
域
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
学
校
規
模
適

正
化
は
、
八
千
代
地
区
・
甲
田
地
区
の

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

４
月
を
目
標
に
基
本
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は

第
２
期
推
進
期
間
の
初
年
度
と
な
り
、

平
成
32
年
度
ま
で
の
間
で
、
引
き
続
き

他
の
地
区
、
ま
た
中
学
校
の
統
合
に
向

け
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
生
涯
学
習
の
推
進

　
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
魅
力
的
な
学
習
機
会
を
提

供
し
自
主
的
な
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
し
て
、
文
化
的
で
健
康
な
豊

か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
新
た
な
取
組
と
し
て
は
、
学
習
が
遅

れ
が
ち
な
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
家
庭

学
習
支
援
と
し
て
行
う
「
地
域
未
来
塾

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
教
員

の
Ｏ
Ｂ
や
地
元
大
学
生
等
地
域
の
人
材

を
活
用
し
、
公
営
塾
を
開
設
す
る
も
の

で
す
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
育
て
支
援
の
充
実
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
の
大
き
な
柱
の

ひ
と
つ
で
す
。
本
市
で
は
、「
保
育
料

の
無
料
化
」
を
見
据
え
、
昨
年
度
か
ら

の「
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
」

に
加
え
、
今
年
度
か
ら
は
「
第
２
子
の

保
育
料
を
半
額
」
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
家
庭
に
、「
子
育
て
応

援
券
」
を
配
布
し
、
市
が
行
う
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
「
子
育

て
応
援
券
発
行
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
同
時
に
、
安
芸
高
田
市
に
生
ま

れ
た
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
絵
本
を
届
け
、
幼
少
期
か
ら

本
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
、入
所
希
望
が
増
え
て
い
る「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
児
童
の
預

か
り
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
は
、「
イ

ル
カ
ク
ラ
ブ
の
拡
張
事
業
」
や
「
根
野

児
童
ク
ラ
ブ
の
合
併
浄
化
槽
設
置
の
環

境
整
備
事
業
」
等
を
行
い
入
所
の
希
望

に
も
応
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
一
時

預
か
り
、
病
後
児
預
か
り
と
、「
こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
親
子
教

室
・
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
継
続
し
、

よ
り
充
実
し
た
取
組
に
な
る
よ
う
努
め

ま
す
。

◯
子
育
て
医
療
の
充
実

　
子
育
て
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
を
高
等
学
校
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、

不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業
に
つ
い
て

も
、
上
限
額
を
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

◯
生
活
基
盤
の
整
備

　
生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
水

吉田幼稚園園庭開放で
遊ぶ子供たち
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